
株主・投資家

さまざまな環境問題の解決を⽬指した取

組み

事業を通じたコミュニティ・社会への貢

献
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損保ジャパン⽇本興亜アセットマネジメントは、環境対策に積極的に取り組む企業に投資を⾏う投資信託

「エコファンド」を提供しています。1999年9⽉に『損保ジャパン・グリーンオープン（愛称：ぶなの

森）』の運⽤を開始し、その純資産残⾼は約232億円と国内のSRI公募投信では最⼤級の投資信託です

（2017年4⽉末時点）。環境問題に積極的に取り組む企業に投資することにより、投資家の資⾦が間接的

に環境保全に貢献することが期待されます。また、『ぶなの森』では投資家への環境情報の発信や、投資対

象企業へ環境経営度調査のフィードバックを⾏うなど環境コミュニケーションの充実を図っています。�

エコファンドに加えて、「ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）」⾯の評価の⾼い企業に投資するＳＲＩファ

ンドも、個⼈投資家、適格機関投資家のニーズに合わせながら提供しています。

損保ジャパン⽇本興亜アセットマネジメントでは、ＳＲＩファンドを通じた企業とのＣＳＲコミュニケーシ

ョンを推進しています。�

さまざまな環境問題の解決を⽬指した取組み

⽇本の「エコファンド」の先駆けとして、ＳＲＩ（社会的責任投資）フ

ァンド普及・拡⼤へ取り組み

エコファンド・ＳＲＩファンドを通じたＣＳＲコミュニケーションの充

実、社会のＥＳＧに対する理解促進
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ＳＲＩファンド『ぶなの森』では、毎年約400社の企業にアンケートを実施し、環境経営度を調査してお

り、回答企業に対してはアンケート結果の分析をフィードバックしています。�

また投資家向けレポートでは、「⽉次運⽤レポート」で組⼊企業の環境への取組みを紹介、四半期ごとに発

⾏している「ぶなの森ニュース」では「ＥＣＯトレンド・ＥＣＯインフォメーション・ＥＣＯワード」と最

新の環境トピックスを紹介しています。また毎年決算時には組⼊全銘柄の環境への取組みをまとめて公表し

ています。�

このように『ぶなの森』では運⽤実績のみならず、投資家や企業に対する環境関連情報の提供にも⼒を⼊れ

ています。�

『ＳＮＡＭ⽇本ESG投資ファンド（適格機関投資家専⽤）』では、同ファンドに採⽤した企業などに対し、

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメントと協働でESG評価を送付しています。ESG評価には送付先企業のスコアの

ほかに評価平均値などを記載し、企業の参考情報として活⽤いただいています。�

また、『未来のちから』の⽉次運⽤レポートでは組⼊銘柄の「環境・社会・ガバナンス」への取組みを紹

介、『損保ジャパン・エコ・オープン』では環境コメントを掲載するなど、他のＳＲＩファンドにおいても

同様の取組みを拡⼤しています。 �

当社ではこれからも投資家や企業との対話を通じて責任投資についての理解を促進することで、ＣＳＲ⾦融

を推進していきます。

投資家向けに情報発信を⾏う「ぶなの森ニュース」（左）『未来のちから』⽉次運⽤レポート（右）

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメントは、損保ジャパン⽇本興亜アセットマネジメントが販売している投資信託

のうち、4つのエコファンドと2つのＳＲＩファンドで、企業の「持続可能な社会へ寄与する取組み」につい

て経営度分析を実施しています。�

また、投資家へ環境情報を提供する環境コミュニケーションの取組みを⾏っています。エコファンドの週

次・⽉次のレポートでエコファンド投資信託の組⼊銘柄企業の優れた環境への取組みを紹介するとともに、

環境に関する最新情報を掲載したニュースを年4回発⾏する業務を担っています。�

企業の環境経営度分析およびＣＳＲ経営度分析の実施
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アンケートに回答していただいた企業に対しても、アンケートの集計結果や質問項⽬ごとの⾃社の取組みの

業界内での相対的なレベルなど、環境経営を推進する上で参考になる分析資料を提供しています。�

環境経営度分析やＣＳＲ経営度分析の実施と企業や投資家とのコミュニケーションおよびエンゲージメント

を通じて、今後の環境やCSRの取組みの普及・促進を図っています。

損保ジャパン⽇本興亜および損保ジャパン⽇本興亜アセットマネジメントは、「責任ある機関投資家」の諸

原則として公表された⽇本版スチュワードシップ・コードの趣旨に賛同し、具体的対応⽅針をホームページ

に公表しています。�

⽇本版スチュワードシップ・コードでは、投資先企業の企業価値の向上や持続的成⻑を促すことが求められ

ており、その取組みの意義や重要性を⼗分に認識したうえで、投資先企業とのエンゲージメントを⾏ってい

ます。

⽇本版スチュワードシップ・コードに沿ってエンゲージメントを実施

⽇本版スチュワードシップ・コードに関する対応⽅針（損保ジャパン⽇本興亜）

⽇本版スチュワードシップ・コードに関する対応⽅針（損保ジャパン⽇本興亜アセットマネジメント）
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ＳＯＭＰＯホールディングスグループは、正当な利潤を追求すると共に適正な納税を実施しています。�

当グループは、欧州、中東、北⽶、中南⽶、アジア、オセアニア、アフリカの32カ国・地域、211都市をカ

バーするネットワークを有しており、保険引受業務のほか、事故対応、リスクエンジニアリングなどのサー

ビスを幅広く提供しています。�

オーガニックな成⻑に加え、規律ある投資を⾏うことで、持続的な成⻑と株主価値向上を両⽴することを⽬

指しています。

事業を通じたコミュニティ・社会への貢献

ビジネスのグローバルな展開

ＨＤ連結財務諸表の公表数値をベースに算出。売上⾼は正味収⼊保険料と⽣命保険料の合計値としてい

る。介護・ヘルスケアは含んでいない。

(注)
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